
企業出身者から見た産学連携の取組みの考え方と対応 

～マーケットインの思想で～ 

○横山精光（徳山工業高等専門学校） 

 

１．はじめに 

大学と企業との共同研究などの産学連携に
ついて，両者を結び付ける産学連携コーディネ
ータが主な役割を果たしてきた．しかしながら
企業側から見た場合には，研究技術シーズを産
業に活用するには企業側のニーズを十分に汲
み取れていないのが実情であった．教育研究機
関側からは分かりにくい，マーケットイン思想
での企業側から見た産学連携の考え方をまと
めた． 

 

２．研究教育機関の大きな誤解 

1) 大きな誤解①：大企業と中小企業の違い 
企業が大学などの教育研究機関と産学連携

を実施する場合，大企業は自社で研究部門を有
し，長期的な研究技術ロードマップも完成して
いる場合がほとんどであるため，自社にない分
野の最新かつ最先端の研究者を探して連携す
ることが基本であり，その分野に重点を置くこ
とが最大のニーズ把握であった． また，中小
企業の場合は自社で研究部門を持たずかつ技
術企画者がいないために研究技術ロードマッ
プなどもなく技術企画者も居ない場合がほと
んどであるために研究技術シーズを見てもど
の研究が自社に役立つかが明確でなかった． 

教育研究機関からはすべての企業が同様に
自分たちの方を向いているように見えるが、実
際には大企業と中小企業の向いている方向は
異なるのが実情である． 
 

2)大きな誤解②：研究技術シーズ万能 
企業ニーズを把握しようとするには，企業の

困りごとをヒアリングして研究シーズに変換
する役目をコーディネートすることがニーズ
把握の近道であったが，従来の教育研究機関は
研究技術シーズを全面に押し出して応用先を
募集するばかりであり，企業のニーズを探ろう
とする努力が不足していた． 

 

 3)大きな誤解③：コーディネータの実績 

 通常の産学連携成果発表で発表される研究
成果の企業とのマッチングでは，成果は研究者
と企業の成果である．コーディネータは繋ぎの
役割をしているのでコーディネータとしての
成果発表はどう工夫したかなどのプロセスを
発表することが重要ではないか．それでなけれ
ばコーディネータの個人スキルのみに頼った
成果のみで再現性がない． 

３．企業側から見た産学連携への対応 

1)企業ニーズの展開 

 まず企業へ出向き具体的なニーズをヒアリ
ングすることが必要．その際のツールの１つと
して，中小企業向けに技術者でなくても分かり
やすい企業ニーズの展開表（図１）を作成し，
コーディネータが企業と面談の上で具体的な
ニーズを把握できるようにした．  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 企業ニーズ展開図 

 

大企業相手の場合には，そのほとんどの企業

で研究技術ロードマップが完成されておりこ

のようなツールは必要でなく，むしろ自社内の

研究力が手薄でこれから先に望んでいる分野

を聞き出すことが重要である． 

 

2)企業ニーズの分析 

 更に進めて，個別の企業との係わりを深く追
求できる場合には以下のような方法もある．即

ＰＡＴを取得したい

持っている技術を生かしたい

販売を上積みしたい

経営戦略を作りたい

商品に特徴を付与したい

新しい売込み先を開拓したい

企業や商品の良さをもっとＰＲしたい

商品の価格を下げたい

新しい事業を興したい

新しい技術を探したい

技術情報を知りたい

（グローバル経営）

（ニッチマーケット創出）

研究資金を獲得したい

展示会でＰＲ
刊行物でＰＲ
ＨＰ作成援助

技術相談・
共同研究実施

技術相談
（技術経営戦略）

技術相談・
共同研究実施

公的資金調達
関連情報提供

売れる商品を創りたい 商品のデザイン価値を向上したい

商品の技術価値を向上したい

商品の品質価値を向上したい

（ユーザーニーズマッチ化） 技術相談・
共同研究実施

技術相談・
共同研究実施

技術相談実施

マーケット情報を知りたい
技術相談実施
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（ユーザーニーズマッチ化） ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの実施
学生の就職斡旋

キャリア人材が欲しい

社員教育がしたい
出前講座実施
E-learning実施（グローバル人材育成）

（グローバルリーダー）
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Ｖ

Ｖ

ネットワークが欲しい 関連情報の提供
交流の場設定Ｖ

販売人材

マーケティング人材

研究開発人材 設計人材

保守人材 据付人材製造人材

グローバル人材

（研究者、異業種など）
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生産性向上がしたいコストダウンをしたい

安い材料・部品が欲しい

副産物、廃棄物の活用をしたい

工程のトラブルをなくしたい

不良を削減したい

クレームをなくしたい

トラブル原因を解析したい

不良の原因を調べたい

クレーム原因を解析したい

対策をしたい

対策をしたい

対策をしたい

（自動化）

（低コスト）

（環境配慮）

（悩み解消）

（出金解消）

（信頼性向上）

（競争力強化）

技術相談・
共同研究実施

新しい製造機械が欲しい

効率的な生産ｼｽﾃﾑが欲しい

作業効率を上げたい 技術相談・
共同研究実施

↓高専の対応

マーケット情報を知りたい、新規事業を開発したい
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ち企業の困りごとは技術的なことばかりでは
なく，教育や人材面でのニーズも欠かせない．
それらを企業訪問などによって具体的に把握
してポートフォリオを作成し，企業の真のニー
ズ把握に努める．例として簡単な技術と人材の
企業ニーズのポートフォリオを図２に示す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 企業ニーズのポートフォリオ図 

 

４．商品化，事業化への道筋 
「研究」から「開発」「商品化」「販売・産業

化」へと移行するそれぞれのステップの間には
大きな障害があると言われる．「研究」と「開
発」の間は魔の川，「開発」と「商品化」の間
は死の谷，「商品化」と「販売・産業化」の間
はダーウインの海と呼ばれている． 

コーディネータはあくまで調整役であり，こ
れらのステップを恙無く運んで行くのが業務
であるが，特に「商品化」や「産業化」にはプ
ロデュース機能が求められ，特に中小企業相手
の場合にはこの機能が企業にはなくコーディ
ネータ以外に企業での商品開発などの経験を
持ったプロデューサーを確保しないと推進は
難しい．  
 
５．研究シーズ分析 

 ニーズを把握して研究技術とのマッチング
を図るには，研究シーズをコンパクトに分類化
しておくことも重要である．研究シーズをキー
ワードで主体に分類した例を図３に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 研究シーズ分類図 

 

６．研究シーズの分析とニーズからシーズへの

展開 

 企業ニーズの分類と研究シーズとの連関図

（図４）を作成すれば，企業の困りごと（ニー

ズ）の解決に対してどの研究者が対応できるか

が一目で分かり，中小企業の経営者相手でも対

話が可能になる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 研究シーズと企業ニーズの連関図 

 

７．まとめ 
コーディネータ業務は単なる研究と企業の

マッチングのみを追及するばかりではなく，仕
組みを作って成果の再現性を図ることが重要
と考えられる．  

そのためにはまず，マーケットインの思想で
企業ニーズを把握する努力をすることが第一
であり，企業ニーズを把握する仕組みやツール
をうまく活用することが重要である． 

 

Ｔ型：技術ニーズ

Ｈ型：人材ニーズおつきあい型

Ｄ社

Ｓ社

Ｂ社

ＴＨ型：技術・人材ニーズ
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Ｇ社

Ｏ社

Ｆ社

Ｃ社
Ｖ社

移行努力

移行努力

Ｑ社

Ｐ社 移行努力

移行努力

移行努力

Ｗ社

Ｋ社

Ａ社

Ｒ社

移行努力

Ｎ社

移行努力

Ｈ社

Ｘ社

Ｉ社 移行努力 Ｚ社

担当教員

a 新幹線、自動車、船 振動制御、アクティブ制御、静音

b

c 非破壊検査装置 圧電素子、振動解析

d 人工関節、生体軟組織、医療用装置

e 疲労破壊 疲労・破壊の解析、ナノインデンテーション

f 流体工学、噴流、混合拡散制御 円形自由噴流

g

h ノズル形状、噴流、エアカーテン 風洞実験、水槽実験、熱線流速計

i 微細加工機、ホログラム、渦電流 Ｓcanning Ｔunneling Ｍicroscope

j コンクリート柱、コンクリート基礎杭、橋脚 非破壊検査、弾性波

k 流体論、相対性理論、乱流モデル 弾性体と流体の数値的シュミュレーション

l 磁性体薄膜

m マイコン制御盤、自動制御機器

n

o プロセッサー、設計自動化、Webシステム 組込システム開発

p 情報検索システム、ユーザーニーズ分析 テキストマイニングシステム

q 画像分類・認証 ニューラルネットワーク

r ニューラルネットワーク、電子フラックス量

s 電子回路、光フアイバー、光スイッチ

t 画像処理

u Webページ、推薦システム グリッドコンピューティング、帰納学習

v 画像処理 画像認識システム、ＩＣタグ

w 情報数理学、情報工学 アルゴリズム

x 情報工学、ソフトコンピューティング ニューラルネットワーク

y 自動演奏システム 楽譜情報処理

z 教育用パソコンシュミュレータ

aa 計算機工学 プロセッサ

ab 画像処理、三次元形状計測 デジタルフイルター

機
械
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気
工
学
科

太陽光発電ＬＥＤ街灯システム、ＬＥＤ教材、風況調査用小型データロガー ＰＩＣ制御システム

引張圧縮試験、荷重実験、計測制御ソフトウエア、膝関節動作シュミュレータ

強力超音波、ロボット、超音波溶接、超音波切削、超音波研磨、超音波撹拌 超音波モータ、ランジュバン型振動子、スクリュ型複合振動子

磁区構造

研究キーワード（内容） 研究キーワード（アプローチ）

電磁界解析、統計解析

空間フイルタ法、画像処理解析、シュミュレーション解析、粒径計測

教育支援システム、仮想実験室

情
報
電
子
工
学
科

組込制御システム、シーケンサによる制御機器、画像処理

教育用マイクロコンピュータ、教育用パーソナルコンピュータ 情報処理教育システム
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研究キーワード（内容）

○ ○
ＭＥ
鈴木　厚行

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常勤

松田　紀元

飛田　専三

寺山　孝男

大原　守

○ ○ ○ ○ ○
ＭＥ
小田　和広

機械要素の強度評価 機械有限要素法、数値解析、ひずみ測定

○ ○ ○ ○
ＭＥ
森野　数博

表面処理技術、疲労や摩耗に強い材料開発、超合金

○ ○ ○
ＭＥ
櫻本　逸男

人工関節、生体軟組織、医療用装置、関節障害

○ ○ ○
ＩＥ
栁澤　秀明

組込システム開発、画像処理、画像認識、ＲＦＩＤ

○ ○ ○
ＭＥ
西村　太志

疲労破壊 疲労・破壊の解析、ナノインデンテーション

○ ○
ＭＥ
石田　浩一

微細加工機、ホログラム、渦電流 Ｓcanning Ｔunneling Ｍicroscope

○ ○ ○
ＭＥ
張間　貴史

流体工学、噴流、混合拡散制御 円形自由噴流

○ ○
ＭＥ
藤田　重隆

ノズル形状、噴流、エアカーテン、搬送装置、送風機 風洞実験、水槽実験、熱線流速計、圧力分布

○ ○ ○ ○
ＭＥ
牧野  俊昭

新幹線、自動車、船 振動制御、アクティブ制御、静音

○ ○ ○ ○
ＩＥ
高山　泰博

情報検索システム、ユーザーニーズ分析 テキストマイニングシステム

○ ○ ○ ○ ○
一般科目
天内　和人

再生医、療菌根菌、ＡＭ菌

○ ○ ○
ＣＡ
原　　隆

引張圧縮試験、荷重実験、計測制御ソフトウエア、膝関節動作シュミュレータ、荷重バラン
ス計測装置、加速酸化試験

起業支援、新規事業・商品、鉄道技術、シュミュレーション技術、強度解析な
ど

生物発生メカニズム、病気のメカニズム、降雨実験、含水比試験、栽培実験

タンクなどの構造体、建造物、建築部材、補強金物、船舶、薄肉材料
数値解析、構造工法解析、構造試験、材料試験、振動特性、実験検証、耐震設計手法、
性能評価型設計法、応力検定、応答解析、三次元有限要素解析

超音波モータ、ランジュバン型振動子、スクリュ型複合振動子強力超音波、ロボット、超音波溶接、超音波切削、超音波研磨、超音波撹拌

表面改質材のナノレベル硬さ測定、疲労強度、摩耗・硬さ特性

プロセッサー、設計自動化、Webシステム、警報システム、入退室警報システ
ム
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